申請に必要な図書

開発計画について事前協議が整った場合は、開発予定地の区域に応じて、開発行為協議書、開発行為届出書等の申請書を提出していただく必要があります。また、申請書には別途、添付図書が必要です。申請書の様式や必要な添付図書の種類については、以下の申請書様式・添付図書一覧表及び巻末の『様式集』をご参照ください。
申請書一式は、市案件の場合は正本1部・副本1部を、県民局案件の場合は正本1部・副本2部を市にご提出ください。
　※県民局案件であっても、提出先は市となりますので、ご注意ください。県民局へは市から送付します。
	
	申　請　書　様　式
	添 付 図 書 の 種 類

	
	
	①

設計説明書

	②

位置図
	③

現況図
	④

土地利用計画図
	⑤

造成計画平面図
	⑥

造成計画断面図
	⑦

現況カラー写真
	⑧

土地の登記簿謄本
	⑨

地籍図
	⑩

所有者等の同意書
	⑪

付近見取図
	⑫

配置図
	⑬

立面図
※

	許可申請

森を守る区域
	正本：様式第1号

【開発行為(変更)許可申請書】
副本：様式例1

【開発行為(変更)許可通知書】
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	
	
	○

	協議申請

森を生かす区域

さとの区域

歴史的な町の区域
	様式第7号（正副とも）

【開発行為協議書】
	○
	○
	○
	○
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	届   出

まちの区域
	様式第8号（正副とも）

【開発行為(変更)届出書】
	○
	○
	○
	○
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	通   知

区域に関わらず、事業主体が国、県、市等の場合
	様式第6号（正副とも）

【開発行為(変更)通知書】
	○
	○
	○
	○
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	計

画

整

備

地

区
	届   出
	開発行為

様式第9号（正副とも）

【計画整備地区開発行為等（変更）届出書】
	
	○
	
	○
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	
	
	建築行為

様式第9号（正副とも）

【計画整備地区開発行為等（変更）届出書】
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	○

	
	通   知

事業主体が国、県、市等の場合
	開発行為

様式第10号（正副とも）

【計画整備地区開発行為等（変更）通知書】
	
	○
	
	○
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	
	
	建築行為

様式第10号（正副とも）

【計画整備地区開発行為等（変更）通知書】
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	○


申請書様式・添付図書 一覧表（○印が申請書に添付を要する図書です）
· 他に建築意匠が分かる図書（パース等）がある場合は立面図に併せて添付してください。
· 宅地分譲開発の場合は立面図の添付は必要ありません。
各添付図書に明示すべき事項等は以下のとおりです。
添付図書の種類と明示すべき事項等
	図書の種類
	明示すべき事項の概要
	縮尺
	備　考

	設計説明書
	様式集の様式例2をご使用ください。
	－
	

	位置図
	・開発区域の位置、周辺の状況等
	1/10,000以上
	

	現況図
	・開発区域の境界

・区域内の地形及び土地利用の現況

・現況森林･植生が存在する場合はその位置･主な樹種等
	1/2,500以上
	

	土地利用計画図
(複数の図面で表現しても構いません)
	・開発区域の境界

・予定建築物等の用途･配置･規模･高さ等

・公共公益施設の位置･形状

・区域内に保全される森林･緑地の位置･形状･面積

・新たに設けられる森林･緑地の植栽計画（位置･形状･面積･樹種･植栽密度等）

・その他法面･擁壁等の位置･形状等
	1/1,000以上
	

	現況カラー写真
	・開発区域と周辺の状況
	－
	視点場を意識して、遠景と近景の写真を添付

	立面図
	・予定建築物の高さ

・外壁･屋根等の外部の主要な仕上げ
	1/200以上
	

	（↓以下は森を守る区域での許可申請にのみ必要な添付図書です）

	造成計画平面図
	・開発区域の境界

・法面の位置･形状･勾配

・擁壁･排水施設･道路の位置･形状

・切土･盛土をする土地の部分
	1/1,000以上
	法面：切土や盛土によってできる人口的な地盤の傾斜面

	造成計画断面図
	・切土･盛土をする前後の地盤面
	1/1,000以上
	高低差2m未満の場合は省略可

	土地の登記簿謄本
	・土地の所在･地番･地目･地積
・土地に係る権利の内容･権利者
	－
	

	地積図
	・開発区域と周辺の地番

・里道･水路･開発区域の境界
	－
	

	土地所有者等関係権利者の同意書
	様式集の様式例3をご使用ください。
	－
	同意書の印鑑証明書も添付


様式集（丹波地域版）
・設計説明書（様式例２）

・別紙（森を生かす区域、森を守る区域）

・別紙（さとの区域）

・別紙（まちの区域）

・別紙（歴史的な町の区域）

・記入例　別紙（さとの区域）
· 設計説明書（様式例２）、別紙 以外の様式については、以下の「兵庫県申請書ダウンロードサービス」から取り出してください。
兵庫県申請書ダウンロードサービス

（http://sinsei.pref.hyogo.jp/download/index.php）

様式例２
設　計　説　明　書

設計者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

	(1) 事業の名称・目的
	

	(2) 環境形成区域
	・森を守る区域

・森を生かす区域

・さとの区域

・まちの区域

・歴史的な町の区域

・計画整備地区（地区名：　　　　　　　　）

	(3) 現況地形
	

	(4) 土地の現況と

土地利用計画
	
	森林
	緑地
	その他
	計

	
	現況面積
（比率）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（ 100％）

	
	計画面積

（比率）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（ 100％）

	(5) 設計の内容
	　※別紙

	(6) その他
	


別紙（設計の内容）

	
	 森を生かす区域、森を守る区域 

のガイドライン
	設計の方針・配慮の内容等
	自己評価

	土

地

利

用

指

針
	■開発地の選定
独立峰の頂部、平地に突き出た尾根、スカイラインを構成する稜線の領域においては開発や建築を避けてください。


	・開発地周辺はどのような地勢ですか？

・主要な視点場はどこに設定しましたか？ 
	

	
	■森林等の保全
　開発面積に対して、次表以上の森林を保全してください。

ゾーニング

開発面積

森林率

森を守る区域

－

50％

森を生かす

区域

5ha～

1～5ha

40％

～1ha

30％


	・存置森林の配置方針

・存置森林率：　　　　　　％

・開発地内に特徴的な地形や樹林地、貴重な植生などがありますか？ある場合はどのように保全活用しましたか？
	

	
	■自然と調和した造成
地形の改変をできるだけ少なくするよう配慮してください。
	・自然の地形を生かした造成計画となっていますか？
・切土量　　　　　　　ｍ３　　　盛土量　　　　　　　ｍ３
	

	
	－
	－
	－

	建

築

指

針
	■建物等の形態
周辺の森林と調和するよう、建物等の形態は次表のとおりとしてください。

建蔽率

床面積

高さ

宅地面積

50％以下

500㎡以下

15ｍ以下

300㎡以上


	・予定建築物の概要（複数棟ある場合は主要なもの）

構造・階数

建蔽率

建築面積

床面積

高さ

造　　　階

％

㎡

㎡

ｍ

≦50％

≦500㎡

≦15ｍ

・宅地の面積（宅地開発の場合）

㎡～　　 　㎡（平均　　　㎡）

≧250㎡


	

	
	■森と調和する意匠等
周辺の緑、景観と調和した建物となるよう意匠、材料、色彩に配慮してください。


	・建築物の配置、意匠の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点等）

・外部の主要な仕上げ（基調色）

　 屋根：　                     　　 　　（   　　　）

　 外壁：　                      　 　（      　）

　※基調色の彩度（目安）は以下のとおりとしてください。

Ｒ､ＹＲ系：６以下　Y系：４以下　その他：２以下
	

	
	－
	
	

	緑

化

指

針
	■新しい里山づくり
花や紅葉が美しい樹木によって、落葉広葉樹林化や混交林化を図りましょう。


	・新たに植栽する樹木は、落葉樹と常緑樹、広葉樹と針葉とが適切に組み合わされていますか？
	

	
	丹波に適した在来種の樹木を用いてください。


	・植栽する主な樹種：
	

	
	■開発区域内の緑化
建物と樹木が調和した美しい里山景観となるよう、開発区域内に樹木を植えてください。
	・新たに植栽する高木の本数：　　　  　本

・緑地率（存置森林部分は除く）：　　  　　　％　

・緑地の配置の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点や法面･擁壁の緑化手法等）


	


自己評価……　◎十分配慮できた　○ある程度配慮できた　×配慮できなかった　－該当なし
別紙（設計の内容）

	
	 さとの区域 のガイドライン
	設計の方針・配慮の内容等
	自己評価

	土

地

利

用

指

針
	■開発地の選定
まとまりのある農地内においては開発や建築を避けてください。新しく施設の立地を計画する場合は、集落内の空地や集落の周辺などの土地を選定してください。
	・開発地周辺はどのような土地利用状況ですか？

・主要な視点場はどこに設定しましたか？


	

	
	■特徴的な緑地等の保全
空間を特徴づけている地形、樹林地や樹木、貴重な植生を保全してください。また、水辺空間、歴史的な地物などを保全して、これからの空間づくりに活用しましょう。
	・開発地内に特徴的な地形や樹林地、貴重な植生などがありますか？ある場合はどのように保全活用しましたか？

　
	

	
	■自然と調和した造成
地形の改変をできるだけ少なくするよう配慮してください。


	・自然の地形を生かした造成計画となっていますか？
　

・切土量　　　　　　ｍ３　　 　盛土量　     　　ｍ３
	

	
	コンクリート擁壁などによる造成を避け、造成面が自然地形や農村風景と調和するよう配慮してください。
	・造成面が周辺景観と調和するよう配慮しましたか？

･擁壁を設置する場合はその仕上げ、色：

　
	

	建

築

指

針
	■建物等の形態
農村風景と調和するよう、建物等の形態は次表のとおりとしてください。

建蔽率

床面積

高さ

宅地面積

60％以下

500㎡以下

12ｍ以下

250㎡以上


	・予定建築物の概要（複数棟ある場合は主要なもの）

構造・階数

建蔽率

建築面積

床面積

高さ

造     建

％

㎡

㎡

ｍ

≦60％

≦500㎡

≦12ｍ

・宅地の面積（宅地開発の場合）

㎡～　 　　㎡（平均　　　㎡）

≧250㎡


	

	
	■集落景観の継承
周辺の家屋などの伝統的な意匠、材料、色彩を参考にして、集落景観や周辺の緑と調和し、農村風景に溶け込む建物となるよう配慮してください。


	・建築物の配置、意匠の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点等）

・外部の主要な仕上げ（基調色）

　 屋根：　                     　　 　　（   　　　）

　 外壁：　                      　 　（      　）

　※基調色の彩度（目安）は以下のとおりとしてください。

Ｒ､ＹＲ系：６以下　Y系：４以下　その他：２以下
	

	
	住宅開発を行う場合は、集落構造等と調和した区画割りの菜園付き住宅とするなど、「さと」型の住宅を計画してください。


	
	

	緑

化

指

針
	■伝統的な緑化手法の継承
歴史的に形成されてきた樹木による緑化手法を継承して、美しい農村風景を創っていきましょう。
	・「際（土地利用の境界）」や「節目（シンボリックな場所）」に景観木などが植えられていますか？


	

	
	丹波に適した在来種の樹木を用いてください。


	・植栽する主な樹種： 
	

	
	■開発区域内の緑化
開発面積250㎡あたり１本以上の高木を植えてください。開発面積の20％以上の緑地を確保してください。
緑地や樹木の配置にも配慮して、美しい農村風景を創っていきましょう。


	・高木の本数：　　　  　本　　　緑地率：　　  　　　％　

・緑地の配置の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点や法面･擁壁の緑化手法等）


	


自己評価……　◎十分配慮できた　○ある程度配慮できた　×配慮できなかった　－該当なし
別紙（設計の内容）

	
	 まちの区域 のガイドライン
	設計の方針・配慮の内容等
	自己評価

	土

地

利

用

指

針
	■計画的な市街地の形成
開発計画は、あらかじめ設定されている街区パターンに従って計画してください。街区パターンの変更が必要な場合、設定されていない場合は市町と協議してください。


	・安全で快適な市街地を形成するため、開発地内やその周辺に行き止まり道路や接道のない袋地などが生じないよう計画しましたか？

・主要な視点場はどこに設定しましたか？


	

	
	■特徴的な緑地等の保全
空間を特徴づけている地形、樹林地や樹木、貴重な植生を保全してください。また、水辺空間、歴史的な地物などを保全して、これからの空間づくりに活用しましょう。
	・開発地内に特徴的な地形や樹林地、貴重な植生などがありますか？ある場合はどのように保全活用しましたか？


	

	
	－
	－
	－

	
	さとの区域との境界付近などでは、コンクリート擁壁などによる造成を避け、造成面が自然地形や農村風景と調和するよう努めてください。


	・開発地はさとの区域との境界付近ですか？その場合、造成面が周辺景観と調和するよう配慮しましたか？

･擁壁を設置する場合はその仕上げ、色：


	

	建

築

指

針
	■建物等の形態
良好な市街地環境の形成を図るため、建物等の形態は次表とするよう努めてください。

建蔽率

床面積

高さ

宅地面積

60％以下

－

15ｍ以下

200㎡以上


	・予定建築物の概要（複数棟ある場合は主要なもの）

構造・階数

建蔽率

建築面積

床面積

高さ

造　　　階

％

㎡

㎡

ｍ

≦60％

≦15ｍ

・宅地の面積（宅地開発の場合）

㎡～　　 　㎡（平均　　　㎡）

≧200㎡


	

	
	－


	・建築物の配置、意匠の設計趣旨

・外部の主要な仕上げ（基調色）

　 屋根：　                     　　 　　（   　　　）

　 外壁：　                      　 　（      　）

　
	－

	
	－


	
	

	緑

化

指

針
	■共有空間の緑化
歴史的に形成されてきた樹木による緑化手法を参考にして、美しい都市景観を創っていきましょう。


	・「際（土地利用の境界）」や「節目（シンボリックな場所）」に景観木などが植えられていますか？
	

	
	丹波に適した在来種の樹木を用いてください。


	・植栽する主な樹種：
	

	
	■開発区域内の緑化
開発面積500㎡あたり１本以上の高木を植えてください。開発面積の10％以上の緑地を確保するよう努めてください。
緑地や樹木の配置にも配慮して、美しい市街地景観を創っていきましょう。


	・高木の本数：　　　  　本　　　緑地率：　　  　　　％　

・緑地の配置の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点や法面･擁壁の緑化手法等）


	


自己評価……　◎十分配慮できた　○ある程度配慮できた　×配慮できなかった　－該当なし
別紙（設計の内容）

	
	 歴史的な町の区域 のガイドライン
	設計の方針・配慮の内容等
	自己評価

	土

地

利

用

指

針
	－


	・主要な視点場はどこに設定しましたか？
	

	
	■特徴的な緑地等の保全
空間を特徴づけている地形、樹林地や樹木、貴重な植生を保全してください。また、水辺空間、歴史的な地物などを保全して、これからの空間づくりに活用しましょう。
	・開発地内に特徴的な地形や樹林地、貴重な植生などがありますか？ある場合はどのように保全活用しましたか？


	

	
	■自然と調和した造成
地形の改変をできるだけ少なくするよう配慮してください。


	・自然の地形を生かした造成計画となっていますか？
・切土量　　　　　　ｍ３　　 　盛土量　     　　ｍ３
	

	
	さとの区域との境界付近などでは、コンクリート擁壁などによる造成を避け、造成面が自然地形や農村風景と調和するよう配慮してください。


	・開発地はさとの区域との境界付近ですか？その場合、造成面が周辺景観と調和するよう配慮しましたか？

･擁壁を設置する場合はその仕上げ、色：


	

	建

築

指

針
	■建物等の形態
周辺の町並みと調和するよう、建物等の形態は次表のとおりとしてください。

建蔽率

床面積

高さ

宅地面積

70％以下

500㎡以下

12ｍ以下

－


	・予定建築物の概要（複数棟ある場合は主要なもの）

構造・階数

建蔽率

建築面積

床面積

高さ

造　　　階

％

㎡

㎡

ｍ

≦70％

≦500㎡

≦12ｍ

・宅地の面積（宅地開発の場合）

㎡～　 　　㎡（平均　　　㎡）


	

	
	■町並み景観の継承
周辺の家屋などの伝統的な意匠、材料、色彩を参考にして、周辺の緑と調和し、町並み風景に溶け込む建物となるよう配慮してください。


	・建築物の配置、意匠の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点等）

・外部の主要な仕上げ（基調色）

　 屋根：　                     　　 　　（   　　　）

　 外壁：　                      　 　（      　）

　※基調色の彩度（目安）は以下のとおりとしてください。

Ｒ､ＹＲ系：６以下　Y系：４以下　その他：２以下
	

	
	住宅開発を行う場合は、町割りや町並みと調和した区画割りとしてください。


	
	

	緑

化

指

針
	■共有空間の緑化
歴史的に形成されてきた樹木による緑化手法を参考にして、美しい町並みを創っていきましょう。


	・「際（土地利用の境界）」や「節目（シンボリックな場所）」に景観木などが植えられていますか？
	

	
	丹波に適した在来種の樹木を用いてください。


	・植栽する主な樹種：
	

	
	■開発区域内の緑化
開発面積500㎡あたり１本以上の高木を植えてください。開発面積の10％以上の緑地を確保してください。
緑地や樹木の配置にも配慮して、美しい町並み景観を創っていきましょう。
	・高木の本数：　　　  　本　　　緑地率：　　  　　　％　

・緑地の配置の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点や法面･擁壁の緑化手法等）


	


自己評価……　◎十分配慮できた　○ある程度配慮できた　×配慮できなかった　－該当なし
別紙（設計の内容）

	
	 さとの区域 のガイドライン
	設計の方針・配慮の内容等
	自己評価

	土

地

利

用

指

針
	■開発地の選定
まとまりのある農地内においては開発や建築を避けてください。新しく施設の立地を計画する場合は、集落内の空地や集落の周辺などの土地を選定してください。
	・開発地周辺はどのような土地利用状況ですか？

  東側及び南側は集落（住宅）に隣接している。西側は農地。北側は道路を挟んで、商業施設が建つ。

・主要な視点場はどこに設定しましたか？

　 国道○○号線、近隣の集落（○○地区）


	◎

	
	■特徴的な緑地等の保全
空間を特徴づけている地形、樹林地や樹木、貴重な植生を保全してください。また、水辺空間、歴史的な地物などを保全して、これからの空間づくりに活用しましょう。
	・開発地内に特徴的な地形や樹林地、貴重な植生などがありますか？ある場合はどのように保全活用しましたか？

　　開発地内に該当するようなものはない。


	－

	
	■自然と調和した造成
地形の改変をできるだけ少なくするよう配慮してください。


	・自然の地形を生かした造成計画となっていますか？
　　前面道路にすり付けるための最低限の盛土を行うが、現況（農地）の地形に大きな改変は加えない。

・切土量　　　　　　ｍ３　　 　盛土量　　100　　ｍ３
	◎

	
	コンクリート擁壁などによる造成を避け、造成面が自然地形や農村風景と調和するよう配慮してください。
	・造成面が周辺景観と調和するよう配慮しましたか？

   農村風景と調和するよう、周囲は石積とする。ただし、一部、構造上の問題からコンクリート擁壁とする。

･擁壁を設置する場合はその仕上げ、色：

　　砂状吹付材、茶色
	○

	建

築

指

針
	■建物等の形態
農村風景と調和するよう、建物等の形態は次表のとおりとしてください。

建蔽率

床面積

高さ

宅地面積

60％以下

500㎡以下

12ｍ以下

250㎡以上


	・予定建築物の概要

構造・階数

建蔽率

建築面積

床面積

高さ

RC造 2階 建

25 ％

250㎡

420㎡

8.5ｍ

≦60％

≦500㎡

≦12ｍ

・宅地の面積（宅地開発の場合）

㎡～　 　　㎡（平均　　　㎡）

≧250㎡


	◎

	
	■集落景観の継承
周辺の家屋などの伝統的な意匠、材料、色彩を参考にして、集落景観や周辺の緑と調和し、農村風景に溶け込む建物となるよう配慮してください。


	・建築物の配置、意匠の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点等）

  　前面道路への圧迫感を抑えるため、建築物は、南側にセットバックして配置。意匠も、周辺集落の家並みに合わせ、切妻平入りの2階建とする。

・外部の主要な仕上げ（基調色）

　 屋根：ガルバリウム鋼板瓦棒葺　　　　　（　　黒　　　）

　 外壁：珪藻土塗、一部スギ板貼　　 　（ベージュ　）

　※基調色の彩度（目安）は以下のとおりとしてください。

Ｒ､ＹＲ系：６以下　Y系：４以下　その他：２以下
	◎

	
	住宅開発を行う場合は、集落構造等と調和した区画割りの菜園付き住宅とするなど、「さと」型の住宅を計画してください。


	
	

	緑

化

指

針
	■伝統的な緑化手法の継承
歴史的に形成されてきた樹木による緑化手法を継承して、美しい農村風景を創っていきましょう。
	・「際（土地利用の境界）」や「節目（シンボリックな場所）」に景観木などが植えられていますか？

 敷地入口横にケヤキを景観木として植栽する。
	◎

	
	丹波に適した在来種の樹木を用いてください。


	・植栽する主な樹種：ケヤキ、クロガネモチ、モクレン
	◎

	
	■開発区域内の緑化
開発面積250㎡あたり１本以上の高木を植えてください。開発面積の20％以上の緑地を確保してください。
緑地や樹木の配置にも配慮して、美しい農村風景を創っていきましょう。


	・高木の本数：　　5　　本　　　緑地率：　　25　　　％　

・緑地の配置の設計趣旨（周辺景観との調和について配慮した点や法面･擁壁の緑化手法等）

   中･高木を敷地外周部、建物脇等にバランスよく配置した。建築物の西側には多めに配置し、農地側からの見たときに建物壁面が目立たないよう、周辺景観へのとけこみを図っている。


	◎


自己評価……　◎十分配慮できた　○ある程度配慮できた　×配慮できなかった　－該当なし
記入例
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